
愛をたどり、歴史を
知る

抽選で

当たりますぞ！
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武将とお城と街道──

歴史の宝庫あいちをめぐろう！

あいち歴史
観光

デジタルス
タンプラリー

が

もっと楽しく
なる



戦
国
時
代
は
親
子
、兄
弟
が
敵
対
し
、

骨
肉
の
争
い
を
繰
り
広
げ
る
出
来
事
が
各
地
で
起
こ
っ
た
。

そ
の
一
方
、家
族
で
支
え
合
い
力
を
合
わ
せ
、

領
国
を
守
り
、子
孫
繁
栄
に
導
い
た
親
子
、兄
弟
、夫
婦
も
い
た
。

織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
・
秀
長
、徳
川
家
康
を
は
じ
め

個
性
豊
か
な
武
将
や
姫
を
輩
出
し
た〈
武
将
の
ふ
る
さ
と
愛
知
〉に
も

家
族
愛
で
乱
世
を
生
き
抜
い
た
家
族
た
ち
が
い
た
。

さ
あ
、戦
国
の
家
族
愛
と
彼
ら
の
足
跡
を
訪
ね
て
み
よ
う
。

乱
世
を
生
き
抜
く
、戦
国
の
家
族
愛
。

家族愛で知る武将のふるさと愛知
文・小和田哲男

目次

【尾張】
織田信長と久菴桂昌（生駒の方）の夫婦愛 03

【名古屋】
豊臣秀吉と弟・秀長の兄弟愛 05

【知多・西三河】
徳川家康と母・於大の親子愛 07

【西三河】
徳川家康と祖父清康、父広忠の家族愛 09

【東三河・西三河】
奥平信昌と家康長女・亀姫の夫婦愛 11

　　　あいち歴史観光デジタルスタンプラリー
～愛をたどり、歴史を知る～
告知

13

1944年静岡市生まれ。早稲田大学大学院文学研究科博士課程
満期退学。現在、静岡大学名誉教授、文学博士。大河ドラマでは
2014年「軍師官兵衛」、2017年「おんな城主 直虎」、2020年「麒麟
がくる」、2023年「どうする家康」など8作品で時代考証を担当。主著に
『徳川家康 知られざる実像』、『軍師・参謀─戦国時代の演出者
たち』など。YouTube「戦国・小和田チャンネル」も配信中。

小和田  哲男
寄稿文執筆

①清洲（清須）城 （清須市） ②織田信長公像（清須市） ③日吉丸となかまたち像
（名古屋市） ④於大の方像（刈谷市） ⑤徳川家康公像（岡崎市）
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織
田
信
秀

斎
藤
道
三

生
駒
家
宗

久
菴
桂
昌

大
禅
定
尼（
生
駒
の
方
）

生
駒家 

長

織
田信 

忠
織
田信 

雄
松
平信 

康
五 

徳

濃 

姫（
帰 
蝶
）

徳
川
家
康

築
山
殿

織
田
信
長

武将のふるさと

尾張

　

信
長
の
正
室
は
斎
藤
道
三
の
娘
濃
姫

で
あ
る
。た
だ
、濃
姫
と
い
う
名
は
、美

濃
か
ら
来
た
お
姫
様
に
由
来
す
る
愛
称

と
考
え
ら
れ
、私
が
時
代
考
証
を
担
当

し
た
二
〇
二
〇
年
の
大
河
ド
ラ
マ『
麒

麟
が
く
る
』で
は
江
戸
時
代
の
地
誌『
美

濃
国
諸
旧
記
』に
依
拠
し
て
帰
蝶
で
放

送
し
た
。

　

信
長
と
帰
蝶
の
結
婚
は
天
文
十
七
年

（
一
五
四
八
）な
い
し
翌
年
の
こ
と
で
あ

る
が
、二
人
の
間
に
は
子
ど
も
は
生
ま

れ
て
い
な
い
。ま
た
、彼
女
が
い
つ
ま
で

正
室
の
座
に
あ
っ
た
の
か
も
わ
か
っ
て

い
な
い
。離
縁
さ
れ
た
の
か
、亡
く
な
っ

た
の
か
も
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
帰
蝶
に
代
わ
っ
て
正
室
扱
い
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
久
菴
桂
昌

で
あ
る
。『
武
功
夜
話
』で
は
名
を
吉
乃

と
い
っ
た
と
す
る
が
、傍
証
史
料
は
な

く
、尾
張
国
丹
羽
郡
小
折（
愛
知
県
江
南

市
）の
土
豪
生
駒
家
宗
の
娘
と
い
う
こ

と
か
ら
、生
駒
殿
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
彼
女
は
、は
じ
め
土
田
弥
兵
次
と
い
う

侍
に
嫁
い
だ
が
、そ
の
弥
兵
次
が
弘
治

二
年（
一
五
五
六
）四
月
の
長
山
城
の
戦

い
で
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、実
家

に
送
り
返
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。生
駒

家
宗
の
娘
は
二
十
歳
で
未
亡
人
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

信
長
の
子
を
産
む

久
菴
桂
昌

信
長
の
正
室

▲『尾張名所図会』に描かれた久昌寺（江南市提供）：もとは龍徳寺という寺だったが、生駒の方
　の死後にその菩提を弔うため、戒名の「久菴桂昌大禅定尼」から名をとり久昌寺に改められた。
　令和4年（2022）に解体され現在は公園となったが、久菴桂昌大禅定尼をはじめ生駒氏一族
　の墓地が残されている。

戦国時代、この地に勢力を持った生駒氏の屋敷
跡。広大な規模を誇り小折城と呼ばれた。信長
もしばしば訪れた。＊1

江南市小折町八反畑147／☎0587
-54-1111（江南市生涯学習課）

清須市朝日城屋敷1-1／☎052
-409-7330

小折城（生駒屋敷）跡 江南市
天文23年（1554）＊2に織田信長が入城し、居城
とした。信長はこの城を拠点に尾張統一を
進めた。

清洲（清須）城 清須市

犬山市犬山北古券65-2／☎0568-
61-1711

犬山城 犬山市

小牧市堀の内1-1／☎0568-72-
0712（小牧山歴史館）、0568-48-
4646（れきしるこまき）

永禄6年（1563）、信長が美濃攻略の拠点として
築城し、居城とした。近年の発掘調査に基づき
山頂部の石垣群が復元された。

小牧山城 小牧市

岩倉市下本町城址122／☎0587
-38-5819（岩倉市生涯学習課）

応仁・文明の乱にともない尾張北部を支配した
守護代・織田伊勢守家の居城。永禄２年
（1559）＊3、信長に攻められ落城した。

岩倉城 岩倉市

織田信長と
久菴桂昌（生駒の方）の夫婦愛
文・小和田 哲男

　

あ
る
と
き
、信
長
が
そ
の
生
駒
家
に

立
ち
寄
り
、彼
女
が
湯
茶
の
接
待
を
し

た
が
、信
長
は
、若
い
こ
の
未
亡
人
の
美

貌
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

す
で
に
正
室
帰
蝶
と
の
間
に
隙
間
風
が

吹
い
て
い
た
た
め
か
、こ
の
あ
と
、信
長

は
鷹
狩
り
な
ど
に
こ
と
よ
せ
て
、し
ば

し
ば
生
駒
屋
敷
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な

り
、や
が
て
、彼
女
は
懐
妊
し
、翌
弘
治

三
年（
一
五
五
七
）に
は
男
子
を
出
産

す
る
。信
長
の
長
男
信
忠
で
あ
る
。こ
の

い
き
さ
つ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

信
長
は
”妻
問
婚
〞で
長
男
を
得
た
こ
と

に
な
る
。

　

そ
の
こ
ろ
に
は
、信
長
も
彼
女
を
生

駒
屋
敷
に
置
い
て
お
く
わ
け
に
は
い
か

ず
、母
子
を
清
須
城
に
引
き
取
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。あ
る
い
は
、懐
妊
が
は
っ
き

り
し
た
段
階
で
清
須
城
に
招
か
れ
た
か

も
し
れ
な
い
。

のぶながくん

信長の叔父・織田信康が築城したと伝わる。信
康の子と対立した信長は、永禄8年（1565）に城
を攻略し、尾張統一を果たした。

　

続
い
て
翌
永
禄
元
年（
一
五
五
八
）に

は
二
男
の
信
雄
が
生
ま
れ
、さ
ら
に
、翌

二
年
に
は
長
女
の
五
徳
姫
が
生
ま
れ
て

い
る
。文
字
通
り
、「
腹
の
休
ま
る
と
き

の
な
い
」状
態
で
あ
る
。

　

し
か
し
、こ
の
連
続
出
産
が
身
に
こ

た
え
た
の
か
、久
菴
桂
昌
は
永
禄
九
年

（
一
五
六
六
）に
亡
く
な
っ
て
い
る
。久

菴
桂
昌
大
禅
定
尼
と
謚
さ
れ
、実
家
近

く
の
小
折
村
久
昌
寺
に
葬
ら
れ
た
。

＊3：信長の岩倉城攻めは永禄元年（1558）説もある。 ＊2：信長の清須入城は弘治元年（1555）説もある。 ＊1：久菴桂昌の菩提を弔った久昌寺は廃寺となったが、
跡地には生駒家代々の墓石が残されている。

スポット
尾張

・

き
つ 

の

こ 

お
り

い 

こ
ま

ど  

た

・

お
く
り
な

き
ゅ
う
し
ょ
う
じ
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スポット
名古屋

武将のふるさと

名古屋

　

豊
臣
秀
吉
の
生
い
立
ち
と
し
て
通
説

の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
が
、「
織
田
信
秀

の
鉄
砲
足
軽
木
下
弥
右
衛
門
の
子
と
し

て
生
ま
れ
…
…
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で

あ
る
が
、こ
の
部
分
だ
け
で
も
、二
ヵ
所

ま
ち
が
い
が
あ
る
。一
つ
は
、弥
右
衛
門

は
ま
だ
木
下
と
い
う
苗
字
が
な
か
っ

た
。木
下
と
い
う
苗
字
は
、秀
吉
が
ね
ね

と
結
婚
し
て
か
ら
で
、弥
右
衛
門
は
苗

字
の
無
い
百
姓
だ
っ
た
こ
と
。も
う
一

つ
は
、弥
右
衛
門
が
亡
く
な
っ
た
の
が

天
文
十
二
年（
一
五
四
三
）で
、そ
の
年

に
鉄
砲
伝
来
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の

通
り
な
の
で
、弥
右
衛
門
が
信
秀
の
鉄

砲
足
軽
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　

で
は
、通
説
通
り
、秀
長
は
秀
吉
と
は

父
ち
が
い
の
弟
な
の
だ
ろ
う
か
。『
太
閤

素
生
記
』は
、弥
右
衛
門
の
死
後
、母
が

筑
阿
弥（
竹
阿
弥
と
も
）と
再
婚
し
、秀

長
が
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
が
、秀
長

の
生
ま
れ
は
天
文
九
年（
一
五
四
〇
）と

い
わ
れ
て
い
る
の
で
、弥
右
衛
門
生
存

中
で
あ
る
。同
父
兄
弟
と
す
る
の
が
妥

当
と
思
わ
れ
る
。

　

秀
長
が
い
つ
、兄
秀
吉
に
呼
ば
れ
て

武
家
奉
公
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。文
書
上
、

「
羽
柴
小
一
郎
長
秀
」と
出
て
く
る
の
が

天
正
元
年（
一
五
七
三
）な
の
で
、そ
の

頃
で
あ
ろ
う
。ち
な
み
に
、は
じ
め
は
秀

長
で
は
な
く
、名
乗
り
は
長
秀
だ
っ
た
。

織
田
信
長
か
ら
”長
〞の
一
字
を
与
え
ら

れ
た
わ
け
で
、秀
吉
に
仕
え
る
の
で
は

な
く
、信
長
家
臣
の
一
人
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
信
長
公
記
』に
、翌
天
正
二
年（
一
五

七
四
）の
信
長
の
伊
勢
長
島
攻
め
で
、秀

長
が
羽
柴
軍
を
率
い
て
い
た
こ
と
が
み

え
る
。こ
の
と
き
、秀
吉
自
身
は
越
前
に

出
陣
中
で
、弟
秀
長
が
そ
の
分
身
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。同
五
年（
一
五
七
七
）、秀
吉
が
上

杉
謙
信
と
の
戦
い
の
と
き
、柴
田
勝
家

と
意
見
が
合
わ
ず
、途
中
で
戦
線
離
脱

を
し
、信
長
か
ら
蟄
居
謹
慎
を
命
じ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の
と
き
、秀
吉

に
代
わ
っ
て
播
磨
に
乗
り
込
み
、黒
田

官
兵
衛
ら
と
作
戦
を
練
る
と
い
う
こ
と

兄
秀
吉
の
ブ
レ
ー
キ
役

と
し
て

異
父
兄
弟
か

同
父
兄
弟
か

豊臣秀吉と
弟・秀長の兄弟愛
文・小和田 哲男

も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、同
十
三
年（
一
五
八
五
）の
四

国
攻
め
で
は
、病
気
で
出
陣
で
き
な
い

秀
吉
に
代
わ
っ
て
、総
大
将
を
務
め
て

お
り
、秀
吉
と
し
て
も
、最
も
頼
り
に
な

る
の
が
弟
秀
長
だ
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
、秀
吉
は
軽
挙
妄
動
型
で
、暴
走

し
が
ち
だ
っ
た
。そ
の
暴
走
し
が
ち
な

秀
吉
に
対
し
、ブ
レ
ー
キ
役
を
果
た
し

た
の
が
弟
秀
長
で
あ
っ
た
。の
ち
に
豊

臣
政
権
の
屋
台
骨
を
崩
す
結
果
と
な
る

あ
の
朝
鮮
出
兵
に
、最
後
ま
で
反
対
し

て
い
た
の
が
秀
長
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

秀
長
死
後
、秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
が
は
じ

ま
る
。

豊臣秀吉を御祭神として祀り、秀吉生誕伝承地
に隣接して創建された。秀吉にちなみ開運、出世
のご利益で知られる。
名古屋市中村区中村町字木下屋敷
中村公園内

名古屋市中村区中村町字木下屋敷
47

豊國神社
豊臣秀吉の生誕地のひとつとされる。境内には
誕生の時に使われた「豊太閤産湯の井戸」や、秀
吉ゆかりの「御手植えの柊」がある。

太閤山 常泉寺

名古屋市中村区日ﾉ宮町1-30-28

もとは日吉権現と称した。秀吉母が男子誕生を
祈願し、日参したという。「日吉丸生母祈願之碑」
が残る。

日之宮神社

名古屋市中村区押木田町1-1

秀吉の氏神とされる。小田原攻めの帰路、秀吉
はこの近くで故郷の人々に大盤振る舞いしたと
伝承を残す寺社もある。

下中八幡宮

名古屋市中村区中村町字木下屋
敷22

秀吉母の従妹を母に持った加藤清正の生誕地
とされる。清正が両親や祖先の菩提のために移
築再建した。

正悦山 妙行寺

淀 

殿（
茶
々
）

寧 

（々
北
政
所
・
高
台
院
） 三

好
　（羽
柴
／
豊
臣
）

秀 

次
豊
臣秀 頼

豊
臣秀 保

小
吉
秀
勝

秀 

保
鶴 

松
与
一
郎

娘

瑞
龍
院

秀
吉
姉

朝 

日
秀
吉
妹

　
　
（
吉
房
）

三
好
常
閑

滋
雲
院

摂
取
院

徳
川
家
康

大
政
所

秀
吉
・
秀
長
母

弥
右
衛
門

秀
吉
・
秀
長
父

（
羽
柴
／
豊
臣
）

秀
吉

（
羽
柴
／
豊
臣
）

秀
長

秀
吉
弟

ひでよしくん

ひでながくん

▲豊国神社の側の緑地に立つ日吉丸となかまたちの銅像（名古屋市）。
　少年時代の秀吉とそのなかまたちを立像化した。
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スポット
知多・西三河

武将のふるさと

知多・西三河

　

於
大
の
方
は
、尾
張
国
知
多
郡
小
河

（
愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町
）の
緒
川
城
の

城
主
水
野
忠
政
の
娘
で
、天
文
十
年（
一

五
四
一
）三
河
国
岡
崎
城
の
松
平
広
忠

に
嫁
ぎ
、翌
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
、

家
康
を
産
ん
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、翌
年
忠
政
が
亡
く
な
り
、

家
督
を
継
い
だ
信
元
は
今
川
義
元
を

離
れ
、織
田
信
秀
に
属
し
て
い
る
。広

忠
は
、「
敵
方
に
な
っ
た
者
の
妹
を
妻

　

こ
う
し
て
離
れ
離
れ
に
な
り
な
が
ら

も
親
子
愛
は
持
続
し
て
お
り
、や
が
て
、

家
康
が
駿
府
城
主
か
ら
江
戸
城
主
に
な

る
頃
に
は
家
康
も
於
大
の
方
を
江
戸
に

呼
ん
で
い
る
。

　

慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）二
月
、於
大

の
方
は
江
戸
城
よ
り
伏
見
城
の
家
康
の

も
と
に
赴
い
て
お
り
、五
月
二
十
二
日

に
は
参
内
し
て
後
陽
成
天
皇
に
拝
謁
し

て
い
る
。家
康
と
し
て
は
母
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

こ
の
時
点
で
は
、家
康
は
ま
だ
征
夷

大
将
軍
に
任
官
し
て
い
な
い
の
で
、厳

密
な
意
味
で
は
天
下
人
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、於
大
の
方
と
し
て
は
、息
子

が
天
下
統
一
の
覇
者
と
な
っ
た
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
た
わ
け
で
、誇
ら
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
少
し
あ
と
、於
大
の
方
は
家
康
に

看
取
ら
れ
て
、八
月
二
十
八
日
、伏
見
城

で
没
し
た
。享
年
七
十
五
。

　

す
る
と
家
康
は
、京
都
の
知
恩
院
で

母
於
大
の
方
の
盛
大
な
葬
儀
を
営
ん
で

と
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と

於
大
の
方
を
離
縁
し
て
し
ま
っ
た
。家

康
は
三
歳
で
実
の
母
と
生
き
別
れ
と

な
っ
た
。

　

そ
の
後
、於
大
の
方
は
尾
張
国
知
多

郡
阿
久
比（
愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
町
）

の
久
松
俊
勝
に
嫁
し
て
お
り
、俊
勝
と

の
間
に
三
男（
康
元
・
勝
俊
・
定
勝
）四
女

を
も
う
け
て
い
る
。家
康
が
今
川
義
元

の「
人
質
」と
し
て
身
柄
を
駿
府
に
移
さ

せ
ら
れ
た
と
き
も
必
要
な
生
活
物
資
を

届
け
た
と
い
わ
れ
、ま
た
、於
大
の
方
の

母
華
陽
院
が
駿
府
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、華
陽
院
が「
人
質
」時
代
の

家
康
の
生
活
の
面
倒
を
み
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

母
の
盛
大
な

葬
儀
を
営
む

三
歳
で
生
き
別
れ

花かつみとは、野花しょうぶのこと。於大が家康
の武運を願った逸話が伝えられる花。毎年6月に
色鮮やかな花を咲かせる。
阿久比町大字草木字上芳池1／☎
0569-48-1111（阿久比町産業観光課）

阿久比町大字卯坂字栗之木谷32-1
／☎0569-48-1111（阿久比町教育
委員会社会教育課）

花かつみ園 阿久比町

家康父と離縁させられた於大が再嫁した久松俊
勝（長家）の城。桶狭間の戦い前に家康が訪れ
母と再会したと伝わる。

坂部城 阿久比町

半田市東郷町2-41／☎0569-
21-0268

桶狭間の戦いの後、さらに後年本能寺の変の際も岡
崎に帰る家康が立ち寄った。時の住職は家康と従
兄弟（於大の妹の子）の間柄であった。

天竜山 常楽寺 半田市

徳川家康と
母・於大の親子愛
文・小和田 哲男

い
る
の
で
あ
る
。法
名
は
伝
通
院
殿
蓉
誉

光
岳
智
香
大
禅
定
尼
。な
お
、遺
骸
は
遺

言
に
よ
り
江
戸
に
送
ら
れ
、小
石
川
宗
慶

寺
の
ち
の
伝
通
院
が
墓
所
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、家
康
は
こ
の
と
き
、母
於
大
の

方
菩
提
の
た
め
、知
恩
院
の
大
伽
藍
を

造
営
し
、華
頂
宮
門
跡
を
迎
え
て
浄
土

宗
の
頂
点
に
位
置
づ
け
た
こ
と
も
母
に

対
し
て
の
愛
情
の
あ
ら
わ
れ
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

いえやすくん

おだいちゃん

緒
川
城
主

水
野
忠
政（
妙
茂
）

坂
部
城
主

久
松
俊
勝（
長
家
）

松
平定 勝

松
平勝 俊

松
平康 元

松
平元 康（

徳
川
家
康
）

水
野信 元

松
平
広
忠

家
康
父

於 

大
家
康
母

楞厳寺 刈谷市 椎の木屋敷跡 刈谷市

東浦町緒川古城／☎0562-82-
1188（東浦町郷土資料館）

戦国時代、尾張・三河国境から知多半島に勢力
を誇った緒川水野家の居城で、於大の生誕地と
される。

緒川城 東浦町

東浦町緒川沙弥田４／☎0562-
83-2506

戦国時代、尾張・三河国境から知多半島に勢力
を誇った緒川水野家の菩提寺。水野家三代の
墓所や於大ゆかりの稲荷社がある。

宇宙山 乾坤院 東浦町

徳川家康生母・於大が、松平広忠と離縁された後、一
時を過ごした屋敷。於大は兄信元が織田氏と手を組
んだことから離縁させられ、刈谷に戻されることとなっ
た。この後、信元の薦めで阿久比の久松
俊勝に再嫁した。刈谷市銀座6-58-16／
☎0566-62-1037（刈谷市文化観光課）

曹洞宗。応永20年（1413）遠州浜松普済寺の利山
義聡により開山した。於大は、松平広忠に離縁され
た後、たびたび当寺に参詣したと伝わる。伝通院ゆ
かりの品を所蔵し、境内の「水野家廟
所」は市指定史跡。刈谷市天王町6-7
／☎0566-21-1974

▼花かつみの「勝つ」という言葉に家康（当時は松平元康）の武運の願いを込めて
　於大が、仏前にささげたという伝説がある（阿久比町）。

け  

よ
う
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ん
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スポット
西三河

武将のふるさと

西三河

　

三
河
松
平
氏
を
一
つ
の
戦
国
大
名
と

規
定
で
き
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、少
な
く
と
も
、

家
康
の
祖
父
に
あ
た
る
清
康
の
時
代
に

は
、三
河
の
西
半
分
、す
な
わ
ち
西
三
河

を
完
全
に
制
圧
し
、し
か
も
尾
張
へ
も

進
出
し
は
じ
め
て
お
り
、小
さ
い
な
が

ら
も
、戦
国
大
名
の
範
疇
に
含
め
て
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、天
文
四
年（
一
五
三
五
）

す
で
に
織
田
方
と
な
っ
て
い
た
酒
井
忠

尚
・
松
平
忠
倫
ら
と
結
び
、広
忠
を
岡
崎

城
か
ら
追
い
出
し
、宗
家
横
領
を
企
て

は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　

広
忠
は
、こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た

め
、今
川
義
元
の
力
を
頼
っ
た
。今
川
軍

の
力
で
反
対
勢
力
を
一
掃
し
て
も
ら
お

う
と
し
た
の
で
あ
る
。そ
の
と
き
、「
竹

千
代
を
駿
府
に
差
し
出
せ
ば
援
軍
を
送

ろ
う
」と
の
義
元
の
判
断
に
よ
り
、竹
千

代
は
駿
府
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
が
、途
中
で
奪
わ
れ
、尾
張
の
織
田

信
秀
の
も
と
に
送
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
説
に
は
、騙
さ
れ
て
拉
致
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、信
秀
と
戦
っ
て
負
け
た
か

ら
と
も
い
う
が
、こ
の
と
き
、「
織
田
方

に
つ
け
」と
い
う
要
求
に
対
し
広
忠
は
、

「
竹
千
代
は
今
川
家
に
送
っ
た
も
の
で

あ
る
。竹
千
代
を
生
か
す
も
殺
す
も
存

分
に
な
さ
れ
よ
」と
返
事
を
し
た
と
い

う
。つ
ま
り
、父
広
忠
か
ら
見
捨
て
ら
れ

た
と
い
う
が
、実
際
の
と
こ
ろ
は
わ
か

ら
な
い
。

十
二
月
、尾
張
へ
進
出
し
た
清
康
は
、い

わ
ゆ
る「
守
山
崩
れ
」で
二
十
五
歳
の
非

業
の
最
期
を
遂
げ
て
し
ま
い
、子
広
忠

は
岡
崎
城
を
逐
わ
れ
、家
臣
の
阿
部
定

吉
ら
に
守
ら
れ
、伊
勢
に
落
ち
の
び
て

い
る
。よ
う
や
く
同
六
年（
一
五
三
七
）

七
月
、広
忠
は
、駿
河
の
戦
国
大
名
今
川

義
元
の
援
助
を
得
て
、岡
崎
城
に
復
帰

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、松
平

領
は
今
川
義
元
の
保
護
国
的
な
扱
い
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、天
文
十

一
年（
一
五
四
二
）、家
康
が
生
ま
れ
て

い
る
。そ
の
家
康
が
六
歳
と
な
っ
た
同

十
六
年（
一
五
四
七
）、広
忠
に
と
っ
て

叔
父
に
あ
た
る
三
木
松
平
の
信
孝
が
、

清
康
を
尊
敬
し
て
い
た

家
康

父
広
忠
に
見
捨
て

ら
れ
た
の
は
本
当
か

徳川家康と祖父・清康、
父・広忠の家族愛
文・小和田 哲男

松
平
広
忠

家
康
父

松
平
信
忠

於 
大

家
康
母

松
平信 孝

松
平康 孝

青
木
氏 
娘

家
康
祖
母

久家康
大
伯
母

徳
川
家
康

松
平
清
康

家
康
祖
父

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、家
康
が
父

広
忠
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て

い
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、祖
父

清
康
に
つ
い
て
は
尊
敬
の
念
を
持
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。こ
の
あ
と
、今
川
家

か
ら
離
れ
て
い
く
過
程
で
、義
元
か
ら

与
え
ら
れ
た
”元
〞の
字
を
や
め
、新
し
い

名
乗
り
を
す
る
と
き
、祖
父
清
康
の

”康
〞の
字
を
と
り
、元
康
、さ
ら
に
家
康

と
改
名
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

徳川家康が父・広忠の菩提を弔うために創建。慶
長10年（1605）、家康によって整備された御廟所
は国内有数の格式と規模を誇る。
岡崎市松本町42／☎0564-22
-6863

松應寺 岡崎市

岡崎市門前町91-1／☎0564-22-
5481

徳川家康が、祖父・清康と大伯母の於久（清康
妹）の菩提を弔うために創建。現存する山門、本堂
は二代将軍徳川秀忠の寄進による。

隨念寺 岡崎市

安城市安城町城堀30／☎0566-
77-6655（安城市歴史博物館）

家康につながる安城松平氏の居城。家康父・広
忠の時代になると織田と今川・松平による攻防
の舞台となった。

安城城（安祥城） 安城市

豊田市松平町赤原13／☎0565-
58-1621

徳川家康と松平氏の始祖・親氏を祀る。境内地は、
松平氏発祥の地を代々守った太郎左衛門家の館
跡。そのため周囲には堀や石垣が残る。

松平東照宮 豊田市

安城松平家を立てた親忠が創建。以後松平宗
家、徳川家の菩提寺となった。松平家８代の墓
や、徳川歴代将軍の等身大の位牌が
安置されている。岡崎市鴨田町広元
5-1／☎0564-21-3917

大樹寺 岡崎市

岡崎市明大寺町耳取44／☎0564
-51-2930

家康祖父・清康が、松平氏発祥の地・松平郷の
六所神社より祭神の勧請を受けて創建した。家
康の産土神として崇敬された。

六所神社 岡崎市

岡崎市康生町561-1／☎0564-
22-2122

家康祖父・松平清康が現在地に築城した。家康
はこの城で誕生したことから「神君出生の城」と
して神聖視された。

岡崎城 岡崎市

▲大樹寺多宝塔（岡崎市）。天文4年（1535）、松平清康によって
　伽藍が再興された際に建立された。境内では最古の建物。
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スポット
東三河・西三河

武将のふるさと

東三河・西三河

　

奥
平
信
昌
は「
山
家
三
方
衆
」の
一
人

作
手
奥
平
氏
の
嫡
流
奥
平
定
能
の
子

で
、元
亀
元
年（
一
五
七
〇
）の
近
江
姉

川
の
戦
い
で
は
父
定
能
と
と
も
に
出
陣

し
て
い
る
が
、そ
の
後
、武
田
方
と
な
っ

て
い
た
。家
康
は
、奥
平
父
子
を
味
方
に

つ
け
る
べ
く
、天
正
元
年（
一
五
七
三
）

八
月
二
十
日
、定
能
・
信
昌
父
子
に
起
請

文
を
提
出
し
、信
昌
に
娘
の
亀
姫
を
嫁

が
せ
る
と
し
て
い
る
。

　

結
局
、定
能
・
信
昌
父
子
は
徳
川
方
と

　

加
納
城
は
現
在
、岐
阜
市
加
納
丸
の

内
に
所
在
し
、平
城
で
、こ
の
と
き
、奥

平
信
昌
に
よ
っ
て
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の

丸
が
築
か
れ
て
い
る
。本
丸
北
西
部
に

天
守
台
が
あ
る
が
、天
守
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
不
明
と
い
う
。加
納
周
辺
に

な
り
、同
三
年（
一
五
七
五
）五
月
の
長

篠
・
設
楽
原
の
戦
い
で
、信
昌
は
長
篠
城

に
籠
城
し
、武
田
勝
頼
を
倒
す
こ
と
に

な
る
。家
康
は
約
束
通
り
、娘
の
亀
姫
を

信
昌
に
嫁
が
せ
て
い
る
。亀
姫
十
七
歳
、

信
昌
は
二
十
二
歳
だ
っ
た
。夫
婦
仲
は

良
く
、翌
天
正
五
年
に
は
長
男
家
昌
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
あ
と
、信
昌
は
家
康
の
戦
い
の

多
く
に
参
陣
し
、同
八
年（
一
五
八
〇
）の

遠
江
高
天
神
城
の
戦
い
、同
十
年
の
甲

州
攻
め
、同
十
二
年
の
小
牧
・
長
久
手
の

戦
い
、同
十
八
年
の
小
田
原
攻
め
に
も

従
軍
し
、戦
功
を
あ
げ
て
い
る
。慶
長
五

年（
一
六
〇
〇
）の
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に

は
京
都
所
司
代
に
も
就
任
し
て
い
る
。

慶
長
六
年
に
は
、上
野
宮
崎
三
万
石
か

ら
美
濃
加
納
十
万
石
に
転
じ
て
い
る
。

加
納
姫
様
と

恐
れ
ら
れ
る

家
康
お
声
が
か
り
の

結
婚

▲設楽原に立つ復元馬防柵（新城市）。長篠城での信昌の敢闘は、設楽原での
　織田・徳川連合軍の勝利につながった。

天正3年（1575）の長篠城攻防戦では武田軍の猛
攻に対し、奥平信昌が堅守した。土塁、堀が残るほ
か、長篠城址史跡保存館も見どころ。
新城市長篠字市場22-1／☎0536-
32-0126（長篠城址史跡保存館）

新城市竹広字信玄原552／☎0536
-22-0673

長篠城 新城市
長篠・設楽原の戦いの決戦場を望む丘陵地に
建つ。戦いの経緯、火縄銃の役割、さまざまな種
類の火縄銃を展示する。

設楽原歴史資料館 新城市

豊川市市田町中之島57／☎0533
-86-4577

長篠城攻防戦の際、家康のもとに救援の伝令に
向かった鳥居強右衛門の生誕地の石碑と磔姿
の木像が安置されている。

青龍山 松永寺 豊川市
長篠の戦いに敗れた武田勝頼が敗走途中に立ち寄ったと
される。その後、城は奥平信昌らによって攻略され、信昌が
領有した。天正18年（1590）に家康に従い関
東移封後に廃城となった。豊田市武節町シ
ロ山／☎0565-83-3200（いなぶ観光協会）

武節城 豊田市

奥平信昌と
家康長女・亀姫の夫婦愛
文・小和田 哲男

興
味
深
い
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。子

ど
も
が
ぐ
ず
っ
て
、言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
と
き
、親
が
一
言
、「
か
な
姫
様
が

く
る
ぞ
」と
い
う
と
、子
ど
も
が
ぐ
ず
ら

ず
、言
う
こ
と
を
聞
い
た
と
い
う
の
で

あ
る
。実
は
、そ
の「
か
な
姫
様
」が
加
納

姫
様
、す
な
わ
ち
、城
主
奥
平
信
昌
の
奥

方
だ
と
い
う
。家
康
の
娘
と
い
う
プ
ラ

イ
ド
が
あ
り
、ず
け
ず
け
思
う
こ
と
を

言
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、や

や
か
か
あ
天
下
気
味
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、こ
の
よ
う
な
話
が
生
ま

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

松
平信 康

家
康
嫡
男

松
平忠 明

松
平忠 政

松
平家 治

松
平家 昌

奥
平
定
能

徳
川
家
康

築
山
殿

亀 
姫

家
康
長
女

奥
平
信
昌

新城市西入船22／☎0536-22-
1473

奥平信昌に嫁いだ亀姫の発願により建立された。
亀姫との縁から寺紋には葵の紋が特別に許され
た。境内には亀姫の墓も建てられている。

宝乗山 大善寺 新城市

　

な
お
、奥
平
信
昌
は
元
和
元
年（
一
六

一
五
）三
月
十
四
日
に
加
納
城
で
亡
く

な
っ
て
い
る
が
、亀
姫
は
寛
永
二
年（
一

六
二
五
）五
月
二
十
七
日
に
亡
く
な
っ

て
い
る
。ち
な
み
に
、奥
平
家
は
の
ち
、

豊
前
中
津
に
転
じ
て
い
る
。一
説
に
、元

和
八
年（
一
六
二
二
）の
宇
都
宮
釣
り
天

井
事
件
は
、亀
姫
が
関
わ
り
、弟
の
二
代

将
軍
秀
忠
に
働
き
か
け
て
本
多
正
純
を

改
易
に
追
い
や
っ
た
と
も
い
う
。

や
ま 

が

し
た
ら
が
は
ら

で
ん  

か

つ
く 

で
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ホテルインディゴ犬山有楽苑
3万円商品券 オリジナル畳コースター

あいち歴史観光
デジタルスタンプラリー あいち歴史観光 あいち歴史観光みかわ牛すき焼き用

4名様分 ※1万円相当 オリジナルキャップ オリジナル巾着

告知

専用サイトでエントリー！
スポットへ行き、スタンプゲット！
（※位置情報をオンにしてください）

STEP

1
STEP

2

愛知県は三英傑をはじめとした「武将のふ
るさと」であり、名城、街道や宿場町散策な
どが満喫できる、まさに歴史の宝庫。さあ、
「歴史の宝庫あいち」でスタンプを集め、
“お宝”を当てよう！

あいち歴史観光デジタルスタンプラリー
開催！ 2025/09/12（金）

お知らせ

［ホーム］ ［よくある質問］ ［利用規約］

ラリーへの参加方法、賞品の応募方法
はコチラ↓

ラリーを開始するにはエントリーして下さい。

取得したスタンプが消えてしまった方、
スタンプ取得時と違うブラウザーや違
う機種でアクセスされた方はこちらか
らスタンプの復旧が行えます。

家康と秀吉、唯一の直接対決となった「小
牧・長久手の戦い」。両陣営ゆかりの地や、
幅広く拡大した合戦地を巡り、天下統一を
目指した二人の夢を追体験する。

公式ホームページ

このラリーについて

エントリー

GPSでスタンプゲット

GPSでスタンプゲット

0 1 GPS

0 2 GPS

ラリー選択画面に戻る

詳細

GPSでスタンプゲット
0 3 GPS

詳細

詳細

参
加
方
法

エントリー（参加）
はこちらから

スタンプ数達成後、各賞品の応募画面へ移動
フォームに必要事項を入力し、応募完了！

（※応募は1エントリー1回のみ）

STEP

1
STEP

2
賞
品
へ
の
応
募
方
法

景品の抽選にエントリーするには以下の
情報を入力して下さい。登録いただいた
情報は、景品の発送、事務局からのご連
絡及び個人を特定しない形でサービス分
析のために利用します。詳しくは利用規約
を参照して下さい。利用規約に同意いた
だけない場合はご応募いただけません。

お名前 必須

景品抽選のエントリー

景品を申し込む景品

応募フォーム

1コース達成賞

メールアドレス 変更不可

1コース達成賞

3コース達成賞

複数の景品を応募することが可能です。

欲しい景品をチェックしてから「応募する」
をタップしてください。

1コース達成相当

3コース達成相当

景品をもらう

応募する

戻る

1コース達成賞

獲得したリワード

特典の取得方法

1コース達成賞

１

特典の取得方法

1コース達成賞

１

武将とお城と街道―
歴史の宝庫あいちをめぐろう！

愛知県は、織田信長、豊臣秀吉・秀長、徳川家康ら三英傑をはじめ個性豊かな武将や姫たちを輩出した
「武将のふるさと」であり、歴史に名を刻んだ天下の名城や山城がそろい、

古の旅人たちが歩んだ街道・宿場町散策も楽しい、歴史の宝庫。
さあ、歴史の舞台を訪ね、スタンプを集め、愛知のお宝を当てよう！

参加は
こちらから

※スマホ内の画像はイメージです

侍大将賞 足軽賞千成ひょうたん賞 一国一城主賞天下人賞

５エリアから各1カ所以上、
計30カ所を訪問で応募可能

10カ所訪問で
応募可能

5カ所訪問で
応募可能

全スポットのスタンプを
獲得し応募で必ずもらえる

尾張・名古屋・知多・西三河・東三河の
５エリアから各1カ所以上、
計50カ所を訪問で応募可能

スタンプラリー
特設サイト

FAQ
よくある質問

参加方法など詳しくはこちら

3名 応募者
全員 10名 40名 100名

開催期間

2025912. 金

2026311. 水

～

※スマホ内の画像はイメージです

※賞品画像はイメージです

※賞品画像は
イメージです

さらに！ 豊臣スペシャルコース登場！2026.1.24土

対象は本冊子掲載スポットを含む全145スポット！
「あいち歴史観光デジタルスタンプラリー」は、愛知県内にある武将・お城・街道スポット
をめぐるデジタルスタンプラリー。期間内に対象スポットに訪れ、スタンプをGET！
達成条件とスタンプ数に応じて愛知のお宝（賞品）が当たる抽選に応募しよう！

●注意事項 ※本サービスは、iPhoneの場合 iOS12以降 + Safari（ブラウザ）、Androidの場合 Android 6.0以降 + Chrome（ブラウザ）での動作保証
をしています。それ以外のブラウザでは利用できない場合があります。  ※フィーチャーフォン、PCおよびタブレットは非対応です。 ※ご参加の際は
Cookieの受け入れ設定を有効にしてください。無効のままご参加されると、スタンプ情報が保持されませんのでご注意ください。 ※GPS機能が
ない端末、およびGPS機能を「オン」にしていない端末、ブラウザの位置情報をブロックした場合、スタンプを取得できませんのでご注意ください。 
※デジタルラリーへの参加は無料ですが、通信料は参加者様のご負担となります。 ※デジタルラリーの内容は予告なく変更される場合があります
ので、ご了承ください。  ※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。

あいちの歴史観光推進協議会デジタルスタンプラリー事務局

ラリースポットとなっている施設等では、
スタンプラリーに関するご質問はお答えしかねます。
ご質問等は下記お問合わせ先にご連絡ください。

052-265-7612TEL

aichi-rekishi-rally@adjust-inc.jpMAIL

午前10時～午後5時(土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く)

お
問
合
わ
せ
先

1314


